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食に関する指導の目標 

（知識・技能） 

 食事を楽しむことは、心を豊かにし、持てる力を十分に発揮するために重要であることを理解

し、望ましい栄養や食事のとり方とともに手洗いやよく噛むことなど健全な食生活に必要な技能

を身に付けている。 

（思考力・判断力・表現力等） 

 栄養や食事のとり方について自分の食生活との関わりを見つめ、健康な生活を実現するために

何が必要か考え、正しい知識・情報に基づき適切に意思決定して行動できる。 

（学びに向かう力・人間性等） 

主体的に健康な食生活を実現しようとし、食や食文化、食料の生産等に関わる人々に対して感

謝する心を育み、食事のマナーや食事を通じたコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。 

各学年の食に関する指導の目標 

１、２年 ３、４年 ５、６年 

・友だちとなかよく給食
を楽しみ、いろいろな食
べ物や料理の名前が分
かる。 

・好き嫌いせずに食べる
ことの大切さを考える
ことができる。 

・協力して食事の準備や
後片付けができる。 

・楽しく、よく噛んで食事をす
ることが心身の健康に大切なこ
とがわかる。 

・健康に過ごすことを意識して、
好き嫌いせずに３食規則正しく
食べようとすることができる。 

・食事のマナーやあいさつで食
に関しての感謝の気持ちを表現
することができる。 

・心身の健康の保持増進には、１日
３食の栄養バランスのよい食事摂取
が大切であることが理解できる。 

・食品をバランスよく組み合わせて
簡単な献立を立てることができる。 

・自分の食生活を見つめ直し、より
よい食生活を実践してみようとす
る。 

幼稚園 

保育所 

連携を深め、

食に関する指

導内容、子ど

もの実態につ

いて共通理解

を図る。 

中学校 

小中連携事業等

を活用して、生

徒の生活習慣、

健康状態、食育

の内容等を把握

し、連携に努め

る。 

【第３次食育推進基本計画】 

・朝食を欠食する子 ０％ 

・栄養バランスに配慮した食生活を実践する

国民 70% 

【第三次福島県食育推進計画】 

・児童の肥満・やせ傾向の割合 3.5％ 

【教育委員会指導方針】 

学校教育目標 

自ら学び 

心豊かで 

たくましい子どもの育成 

食育の視点 

〈文部科学省〉 

 

◇食事の重要性 

◇心身の健康 

◇食品を選択 

する能力 

◇感謝の心 

◇社会性 

◇食文化 

食育推進組織（校内保健委員会） 

委員長 ： 校長、副委員長 ： 教頭         ※ 必要に応じて、保護者代表、学校医・学校歯科医・学校薬剤師の参加 

委 員 ： 教務主任、保健主事、養護教諭、学年主任、給食主任（食育コーディネーター）、栄養教諭、体育主任、学級担任    

食育推進の評価 

  活動指標 ： 給食時間、教科等において計画的に食に関する指導ができたか。献立を通して３回の食事の重要性を指導できたか。 

  成果指標 ： 給食の残食を減らす(1)。 朝食を食べる(2)、朝食で野菜を食べる(3)、朝食で汁物を食べる(4)児童を増やす。 

        (1) 5.7％ → 4.5％  (2)97.7％ → 98.8％  (3) 54.7％ → 60.5％   (4) 50.9％ → 56.6％ 

 

食に関する指導 

教科等における食に関する指導 ： 関連する教科等において食に関する指導の視点を位置付けて指導 

                   社会、理科、生活、家庭、体育、道徳、総合的な学習の時間、特別活動 等 

給食の時間における食に関する指導 ： 食に関する指導：献立を通して学習、教科等で学習したことを確認 

                      給食指導：準備から片付けまでの一連の指導の中で習得 

個別的な相談指導 ： 肥満・やせ傾向、食物アレルギー・疾患、偏食、スポーツ 等 

地場産物の活用 

物資選定委員会（給食担当者会議） ： 年３回、構成委員（給食センター所長、校長、給食主任、養護教諭、栄養教諭） 

地場産物を使用した給食の校内放送や指導資料を使用した給食時の指導の充実、教科等の学習や体験活動と関連を図る。 

家庭・地域との連携 

学校だより、食育だより、保健だより、ホームページ、自分手帳、学校給食試食会、家庭教育学級、学校保健委員会、 

新入生保護者説明会、講演会、自治体広報誌、公民館活動、生産者団体、地域保健委員会 

【児童の実態】 

・朝食を欠食する子がいる。    2.3％ 

・朝食の野菜摂取者が少ない。 54.7％ 

・朝食の汁物摂取者が少ない。 50.9％ 

・給食の残食が多い。 残食率  5.7％ 

・肥満傾向児が多い。 出現率 16.3％ 

【保護者・地域の実態】 

・昼食以外の共食の割合が低い。 79.7％ 

重点目標  
給食、朝食で野菜を食べる子どもを増やす 

ふくしまっ子 

食育指針 

〈福島県教育委員会〉 

 

◆食べる力 

 

◆感謝の心 

 

◆郷土愛 
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食に関する指導の目標 

（知識・技能） 

 食事の重要性やバランスのよい食事のとり方、適切な運動の必要性について理解し、

生涯にわたる健康を考えた食生活に必要な知識や技能を身に付けている。 

（思考力・判断力・表現力等） 

 栄養や食事のとり方について正しい知識・情報に基づき、自ら判断でき、健康な生活

や望ましい食習慣を実現するためには何が必要かを考え、適切に行動ができる。 

（学びに向かう力・人間性等） 

自分の食生活を見つめ直し、主体的によりよい食習慣を形成しようと努力する態度を

身に付けている。 

各学年の食に関する指導の目標 

１年 ２年 ３年 

・充実した中学校生活を送る
ためには、生活リズムを整え
ること、バランスのよい食事
摂取が大切であることを理
解している。 

・食事内容を見直し、自分で
補い、栄養バランスを整える
ことができる。 

・中学生の生活リズムに合っ
た食生活を送ることができ
る。 

 

・成長期における食事の重要
性について理解している。 

・運動量に合わせた食事のと
り方ができる。 

・自分の身体の成長や活動に
あった食事のとり方ができ
る。 

・摂取量と消費量のバランス
が心身の健康の保持増進に
大切であることを理解して
いる。 

・栄養バランスを考えて献立
を組み合わせたり、料理を作
ることができる。 

・食事を通して自らの健康管
理をしていくことができる。 

小学校 

・食べものの働

きについて理解

している。 

・食事のマナー

を身に付けてい

る 

・中学校区学校

保健委員会を活

用して、連携に

努める。 

 

幼稚園 

保育所 

・楽しく食事を

する子どもを育

成する。 

・いろいろな食

べものに慣れ

る。 

食育推進組織（校内保健委員会） 

委員長 ： 校長、副委員長 ： 教頭 

委 員 ：保健主事、養護教諭、食育コーディネーター、栄養教諭 ※必要に応じて、保護者代表（会長、厚生委員長）、学校医の参加 

食育推進の評価 

  活動指標 ： 望ましい栄養や食事のとり方についての食に関する指導が計画通り実施できたか。 

  成果指標 ： バランスのよい食事を1日2回以上摂取している生徒５６％→６５％ 肥満傾向児出現率の低下を目指す 

食に関する指導 

教科等における食に関する指導 ： 関連する教科等において食に関する指導の視点を位置付けて指導 

                   社会、理科、生活、家庭、体育、道徳、総合的な学習の時間、特別活動 等 

給食の時間における食に関する指導 ： 食に関する指導：献立を通して学習、教科等で学習したことを確認 

                      給食指導：準備から片付けまでの一連の指導の中で習得 

個別的な相談指導 ： 肥満・やせ傾向、食物アレルギー・疾患、偏食、スポーツ 等 

【第３次食育推進基本計画】 

・朝食欠食率 ０％ 

・地場産物使用割合30％ 

【第三次福島県食育推進計画】 

・朝食摂取率 97.2％ 

【○○町食育推進計画】 

・食に感謝し、○○の食材を愛し、感動する町民 

学校教育目標 

○○に暮らす生徒一人ひとりに、将来に対し

て喜びと生きがいのある人生を主体的に創造

する力を育み、地域に信頼され、ひいては国際

社会に貢献できる人材を育てる。 

地場産物の活用 

物資選定委員会（給食担当者会議） ： 年３回、構成委員（校長、給食主任、養護教諭、栄養教諭） 

地場産物を使用した給食の校内放送や指導資料を使用した給食時の指導の充実、教科等の学習や体験活動と関連を図る 

家庭・地域との連携 

学校だより、食育だより、保健だより、ホームページ、自分手帳、学校給食試食会、家庭教育学級、学校保健委員会、 

新入生保護者説明会、講演会、自治体広報誌、公民館活動、生産者団体、中学校区学校保健委員会 

【生徒の実態】 

・朝食摂取率 ９8.0％ 

・肥満傾向児出現率 9.9％ 

【保護者・地域の実態】 

・主食・主菜・副菜を1日2回以上、毎

日摂取している割合 56.2％ 

食育の視点 

〈文部科学省〉 

 

◇食事の重要性 

◇心身の健康 

◇食品を選択する 

能力 

◇感謝の心 

◇社会性 

◇食文化 

重点目標  バランスのよい食事をする生徒を増やす 

ふくしまっ子 

食育指針 

〈福島県教育委員会〉 

 

◆食べる力 

 

◆感謝の心 

 

◆郷土愛 



C特別支援学校例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食に関する指導の目標 

（知識・技能） 

 ○を理解し、○○を身に付けている。 

（思考力・判断力・表現力等） 

 ○について考え、○○できる。 

（学びに向かう力・人間性等） 

○○を実現したり、○○したりしようとする態度を養う。 

卒
業
後 

進学 

就
職 

企業 

事業所 

自宅等 

＊卒業後の目標 

各学部の食に関する指導の目標 

小学部 中学部 高等部 

低学年 
   

中学年 

   

高学年 
   

寄宿舎 

 

入
学
前 

幼稚園・保育所 

幼保連携型 

認定こども園 

小学校 

中学校 

事業所等 

連携を深め、食に

関する指導内容、

子どもの実態につ

いて共通理解を図

る。 

食育推進組織 

委員長 ： 校長、副委員長 ： 教頭 

委員 ：教務主任、保健主事、養護教諭、学年主任、給食主任（食育コーディネーター）、栄養教諭、体育主任、学級担任 

   ※必要に応じて、保護者代表、学校医・学校歯科医・学校薬剤師の参加 

食育推進の評価 
  活動指標 ： 食に関する指導、学校給食の管理、連携・調整  成果指標 ： 児童生徒の実態、保護者・地域の実態 

食に関する指導 

教科等における食に関する指導 ： 関連する教科等において食に関する指導の視点を位置付けて指導 

                   社会、理科、生活、家庭、体育、道徳、総合的な学習の時間、特別活動、自立活動 

給食の時間における食に関する指導 ： 食に関する指導：献立を通して学習、教科等で学習したことを確認 

                      給食指導：準備から片付けまでの一連の指導の中で習得 

個別的な相談指導 ： 肥満・やせ傾向、食物アレルギー・疾患、偏食、スポーツ 等 

          個別の指導計画、個別の教育支援計画、個別栄養相談（児童生徒、保護者） 

        対応食の実施（アレルギー食・こだわり・形態食・再調理食等） 

地場産物の活用 

推進委員会 ： 年○回、構成委員（○○、○○）活動内容（年間生産調整及び流通の確認、農場訪問（体験）計画） 

地場産物等の校内放送や指導カードを使用した給食時の指導の充実、教科等の学習や体験活動と関連を図る、自立活動との関連、 

納入業者との交流（給食試食会、お礼のお手紙等） 学級や作業班で育てた野菜の給食への活用と校内掲示 

家庭・地域・事業所等との連携 

学校だより、食育だより、保健だより、ホームページ、自分手帳、学校給食試食会、家庭教育学級、学校保健委員会、料理教室 

ケア会議、支援会議、事業所等連絡会、連絡ノート、懇談会への参加、 

積極的な情報発信、関係者評価の実施、地域ネットワーク（人材バンク）等の活用、自治体広報誌、学校運営協議会、 

地域学校協働本部、公民館活動・生活推進委員、生産者団体、地域食育推進委員会 

【児童の実態】 

・朝食摂取率  ○ ％ 

・朝食での野菜摂取率 ○％ 

・朝食での汁物摂取率 ○％ 

・肥満傾向児出現率  ○％ 

【保護者・地域の実態】 

・○○ 

学校教育目標 

児童生徒一人一人の自立と社会参加を目指した
くましい生活力と心豊かな人間の育成を図る。 

◎明るく元気な子ども 

◎進んで学習する子ども 

◎仲良くがんばる子ども 

【第３次食育推進基本計画】 

・朝食を欠食する子 ０％ 

・栄養バランスに配慮した食生活を 

実践する国民 70% 

【第三次福島県食育推進計画】 

・児童の肥満・やせ傾向の割合 3.5％ 

【ふくしまっ子食育指針】 

寄宿舎との連携 

１日を通しての一貫した指導支援、寄宿舎献立の発行、栄養講座、日常生活の体験（おやつ作り、食事作り等）、行事献立 

・各校の実態に合わせ、発達段階を考慮し資質・能力の三

つの柱で記述 

食育の視点 

〈文部科学省〉 

 

◇食事の重要性 

◇心身の健康 

◇食品を選択する 

能力 

◇感謝の心 

◇社会性 

◇食文化 

・健康状態の維持改善に関するこ

とや、食事のするために必要な動

作に関することを取り入れて設定 

・資質・能力の三つの柱、六つの

食育の視点が入るように設定 

ふくしまっ子 

食育指針 

〈福島県教育委員会〉 

 

◆食べる力 

 

◆感謝の心 

 

◆郷土愛 


